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平成 25 年度 「湖風会」 通常総会 [議事録] 

日 時： 平成 25 年 6 月 29 日 （土）   13 : ３0 ～ 15 : 30 

場 所： 湖風会館 

出席者 : 会員 92 名  委任状 255 名  計 347 名 

評議員・役員総数 543 名に対して、総会の定足数 2 分の 1 を満たし、総会は成立 

来賓 2 名  

[第Ⅰ部] 通常総会 

司会  岸本 希実洋 (県大環境科学部 H21 卒) 

１） 開 会 

２） 黙 祷 

３） 岡田 定一 会長 あいさつ ( 要約 ) 

 お忙しい中、評議員の皆様には、定期総会に御参加頂きまして有り難うございます。 

 私は、Ｓ34 年農業経済学科卒の岡田定一です。どうぞよろしくお願い致します。前回、2 年前の

総会で就任し、2 年間会長をさせて頂きました。 

 又、本日は、京都府立大学と本大学が交流試合をしておりまして非常にお忙しい中、大学から、 

仁連副学長様、学生・就職支援担当の水野統括に御出席頂きまして有り難うございます。 

 この 2 年間、Ｈ.Ｐ.にもその都度書かせて頂いている事ですが、昨年の 7 月にこの同窓会館と共通

棟の起工式がありまして、今年の 3 月 16 日に竣工致しました。その節には、去年の夏に、皆様に

この同窓会館の寄附をお願い致しました。一応 3 月で、第 1 次の締切をしまして今日現在までで、

約 1,069 万円の寄附を頂きました。どうも有り難うございました。目標は、5,000 万円と言う事

でしたので、それから言いますとまだまだです。又、引き続き、第 2 次の寄附受付をしたいと思っ

ておりますので、まだの方は、よろしくお願いいたします。 

 この 2 年間で、もう 1 つの事業は学生表彰で、早くから大学の方からご要望を頂いておりました

各学科の学業成績の優秀な方に同窓会名で表彰をすると言う事です。今年の学位記授与式に各学科

から 1 名表彰をさせて頂きました。 

 この２つが、当同窓会「湖風会」としての大きな出来事であったかと思っております。 

 寄附をお願いするときに、同窓会館が出来上がるとその竣工式典を開催すると言う事がありまし

た。当初は、この総会に併せようと考えていたのですが、準備の時間が足りないと言う事で、今年

11 月大学の湖風祭の 2日目、10 日午後にこの会場をお借りして行いたいと思います。この建物は、

大学の中で唯一の木造の建物と言う事でございまして、いろいろ環境を考えて出来上がっておりま

すので、これを担当していただきました環境科学部の松岡教授にお願いして、この新しい建物につ

いてのコンセプトとか考え方についてご講演を頂くと言う予定を致しております。又、ご案内を差

し上げますのでその時は、よろしくお願い致します。 

 それから、この同窓会館が出来上がりまして、平日は午前 10 時から午後 4 時まで事務職員 2 名

が交替で勤務する事に致しましたので、どうかご利用頂きたいと思っております。 

 又、湖風会の運営は、旧短大の各部と県立大学の卒業生で役員を構成しておりまして、2 ヶ月に 1

回役員会を開催しております。役員会の下にいくつかの委員会(総務・名簿管理・広報・就職支援・

湖風会館管理)があります。それぞれ必要に応じて委員会を開き、その結果を役員会に報告する体制

をとっております。 

 又、支部の組織としましては、地域支部と学部支部の 2 つがありまして、地域支部は住んでいる

地域毎で、今は滋賀・近畿・東海の３つでございますが、後、それぞれの地域で 50 名以上の同窓
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生で支部を作って頂こうと言う考えで進めております。学部の支部は、短大の学部と今の４年制の

学部と完全に合致するのは、看護部位で後は、だいぶ様子が変わってきておりますが、学部単位の

縦の支部も作りたいと言う事で、今現在、工学部学友会が出来ております。ただ、旧短大の工業部

から言いますと建築が環境科学部に属していますので、短大時代と同じ縦の系列は難しくなってお

ります。今、人間文化学部・人間看護学部で学部支部設立の動きが出て来ているように伺っており

ます。 

 それから、今年の２月１６日に大学当局と湖風会との意見交換会をしようと言うことで第１回の

会合を持たして頂きました。又、これからも定期的に年１回、大学と湖風会の意思疎通を図る為の

意見交換会を開催して行く予定に成っております。 

 これが、ここ２年間の主な湖風会の動きであります。今日は、この２年間の事業報告、会計報告、

それから今年度の事業計画、会計予算計画についてご審議を頂きたいのと、役員の任期が２年毎で

ございますので、新しい役員についてのご承認を頂きたいと言う事で、本日の会合を進めさせて行

こうと思っております。どうぞよろしくお願い致します。 

４） ご来賓ご紹介 

  滋賀県立大学 理事・副学長  仁連 孝昭 様  

   学生就職支援グループ統括   水野 潔 様 

５） ご来賓 仁連 孝昭様 ごあいさつ ( 要約 ) 

  私は、只今紹介頂きました仁連です。 

  本日は、滋賀県立大学に集まって頂き有り難うございます。 

  先程、岡田会長のご挨拶にありましたように、昨年来、大学と湖風会との関係が非常に密になっ

てきました。 

  先日は、岡田会長自ら学位記授与式で各学科の優秀な学生を表彰して頂きました。それから今日

お集まりになってますこの建物ですが、教室と併せて同窓会館が、出来上がりました。これから更

に、大学と湖風会との関係を密にしていきたいと思っております。 

  ちょうど今年、平成 25 年ですが、平成 26 年が短期大学創立 65 年と言う風に聞いております。 

 又、県立大学が出来て 20 年という節目になります。私達大学としましては、この節目に是非記念

となるような事業を進めたいと考えております。 

  平成 27 年の年度初め 6 月位に記念の行事をしたいと思っております。大学としても、どうい

う記念事業にするのか中身の検討を進めて行くところでございますが、湖風会と一緒に事業の範囲

をつめていきたいと思っておりますのでご協力をお願い致します。 

  現在、短期大学の成果を県立大学として引き継いで、教育、研究を進めております。 

現在、私達の大学で課題としている事がいくつかございます。１つは、国際化した社会で活躍で

きる人材を育成する事。もう１つは、県が作った大学ですので、この地域に貢献できる人材、そう

いう能力を養成する事。この２つの課題に答えることが、大学としての使命だと思っております。 

是非、そういう課題で、短大 65 周年、大学 20 周年を記念したステップアップが出来ればと考

えておりますのでよろしくお願い致します。 

６） 議長選出 

 議長 ： 松下 恭明  (工業化学科 S40 卒)    

 記録・書記係  ： 竹内 順子 (事務局) 

     定足数の確認  ：  安寺 久美子  (看護学科 S49 卒) 

      評議員数 543 名  出席 92 名  委任状 255 名  委任状を含む出席合計 347 名 

      設立総会に必要な出席数は 543 名の 1/2 の 272 名以上であり、総会成立の必要数に達し
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ていて総会は成立。 

７） 議案審議 

議案第 1 号 会則改正について 

    報告者  北川 孝雄  (農業土木科 S40 卒) 

    報告内容  別紙総会資料による 

     拍手により承認 

議案第 2 号 平成 23・24 年度 事業報告について 

    報告者   北川 孝雄   

    報告内容  別紙総会資料による   

   拍手により承認 

議案第 3 号 平成 23・24 年度 一般会計収支決算報告について 

    報告者 大森 晢夫 (工業・機械 S41 卒) 

    報告内容  別紙総会資料による      

  議案第 4 号 同窓会館建設特別会計収支状況報告について 

    報告者 大森 晢夫  

    報告内容  別紙総会資料による 

 監査報告 

    報告者 安部 八重子 (家政・保育科 S43 卒) 

     報告内容  別紙総会資料による   

   拍手により承認 

  議案第 5 号 役員改選について 

    提案説明者 辻 ひとみ (家政科 S42 卒) 

※ 別紙 総会資料の役員改選候補者を提案      拍手により承認 

    役員自己紹介 

議案第 6 号 平成 25 年度事業計画(案)について 

      報告者   北川 孝雄  

       報告内容  別紙総会資料による 

       拍手により承認 

  議案第 7 号 平成 25 年度一般会計収支予算(案)について 

            報告者   大森 晢夫 

            報告内容  別紙総会資料による 

       拍手により承認 

８）閉 会 

 写真撮影 

 [第Ⅱ部] 懇親会   15：30 ～ 17：00     

     於 人間看護学部棟 食堂 “ナシェリア” 出席者 51 名 

 1.  司会  植田 儀一郎   (農業部 S45 卒) 

 2.  乾杯発声       

 ３.  閉宴挨拶    

    

   17:00    解 散 


